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研究成果の概要（和文）：　フィジカルアセスメント実践力育成支援ツールの開発とその検証を進めるために、認知認
識を事実と照合していくインプットメソッドの開発を進めた。さらに認識すべきものをより正確にかつ有効にするため
に、インプットメソッドで捉えたものとアシスト機能で支援する開発を進め、これらを統合するシステム構築の準備も
進めた。

研究成果の概要（英文）：To develop and evaluate on a new assisting system for physical assessment skills, 
Internet and web cloud environment were utilized. To empower the new system, new input method and a new 
assisting clinical reasoning system were developed. Also merging these systems for further development 
have been prepared.

研究分野： 医歯薬学
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１．研究開始当初の背景 
 医療施設内に限らず中間施設や在宅等で
は看護師が主体となって患者をみる、とい
うように現場での看護師の役割が拡大して
きた。看護基礎教育において適切な観察と
的確な看護判断能力、看護判断に基づいた
適切なケアが行えるような教育が求められ
ており、看護職による専門性の高いフィジ
カルアセスメント能力が求められていた。 
 それまでに生体シミュレータの開発並び
にシミュレータを用いた呼吸音・心音の聴
診教育技法の開発とその実証を行うととも
に、タスクトレーニングとしての方法論と
様々な場面での実効性についての検証を進
めてきた。またシミュレータによるタスク
トレーニングシステムも構築してきた。さ
らに認知認識についての批判的吟味および
判断の構成要素とその能力向上については、
各種シナリオトレーニングを構築し検証し
てきた。さらには、経験知を形式知にとす
る、いわゆる「経験の見える化」について
は、豊富な臨床経験を学術的知見と融合さ
せることを通してアセスメントプロトコー
ルを策定し、実践場面での実証研究を行い
その有用性も実証してきた。 
 一方、従来の情報は静的なものあるいは、
さらさらと流れるようなものとして扱って
きたのに対し、構造化されていない、種々
雑多な、大量の情報を処理も含めて扱うと
いった情報流学（インフォメーションレオ
ロジー）の考え方が新たな学問領域として
勃興しつつあった。このブレークスルーは、
まさにリアルタイムな身体についてのフィ
ジカルアセスメントにも深く関連し有効な
ものになると考えられた。情報流学の可能
性を生体情報・医療情報の分野に融合させ
発展させる試みは、身体活動というカオス
的な姿を捉える経験知を原理原則として可
視化するという非常に挑戦的な学術意義が
あると思われた。さらには看護実践面にお
いて、フィジカルアセスメント運用能力が
向上することにより、ケア成果の向上へと
繋がることが期待できた。 
（２）研究開始当初での限界 
 それまでも情報を提供するための仕組み
として各種情報端末が整備されてはいた。
しかしマートフォン、タブレット型情報端
末では、それまでの情報受信の仕組みに加
えて、解像度の優れたカメラによる動画を
含めた画像、感度の高いマイクロフォンな
どによる音など様々なセンサー機能も充実
し、よりリアルタイムの双方向性の情報伝

達が実現性を帯びてきてきた。 
 記憶媒体の高密度化と低価格化により、
これまでは「何を」「どう」蓄えるかが大き
なポイントであったが、蓄えること自体へ
の物理的・心理的ハードルは低くなってき
た。すなわち情報不足という課題は情報洪
水という潮流に取って代わられつつあった。 
 このようなことからオフサイトにありな
がらもオンサイトの状況の共有については、
もはや大きな障壁は無くなりつつあった。 
 それまでは停まることなく、また停める
こともできなかった身体情報について、そ
の事実を担保するためには、同じ空間に同
時に居合わせざるを得なかったが、その時
間的同時進行性と空間的同在性の縛りから
の開放も現実味を帯びてきたと考えられた。 
 しかしながら研究開始当初の時点では。
それまでは経験を積むことでしかなかなか
習得し得なかったフィジカルアセスメント
技能について、リアルタイムな大量双方向
性情報伝達を活用し効果的に習得・実践し
ていく方法論の開発はなされていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 看護職のフィジカルアセスメント能力向
上が求められている。昨今その革新が著し
いリアルタイム大量双方向性情報伝達技術
を活用することで、（１）認知認識と事実と
の照合システムの開発、（２）捉えるべきも
のとそれをアシストする機能とをモバイル
型情報端末で統合する方法の開発、（３）そ
れらをクラウド環境の活用によりモバイル
型情報端末とデータベースとの間のリアル
タイムな情報共有システムの構築、（４）こ
のリアルタイムな情報共有システムにより
これまでにないほどの速度で蓄積されるフ
ィジカルアセスメント認知認識情報をデー
タマイニングすることで、より普遍性の高
いフィジカルアセスメント要素の抽出、を
目指した。この研究を通して、フィジカル
アセスメント実践力支援システムを開発し、
その有効性を検証することを目的とした。 
 この研究により、看護実践面において、
フィジカルアセスメント運用能力が向上し、
ケア成果の向上へと繋がることが期待でき、
さらには旧来の発想にとらわれない情報流
学の可能性を、生体情報・医療情報の分野
とへと融合発展させることを試みることで、
学問分野の垣根を越える学際的な発展を目
指す。「身体」とは混沌を装いつつも実に精
緻な体系であると考えられる。このフィジ



カルアセスメントと情報流学との学際的発
展は、「身体」の中に秘められている原理原
則を見出すという点で、非常に挑戦的な学
術意義があるものと思われた。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究において、フィジカルアセスメント
実践力育成支援ツールの開発とその検証を
進めるために、認知認識を事実と照合して
いくシステムを開発するとともに、認識す
べきものをより正確にかつ有効にするため
の研究を進め、インプットメソッドで捉え
たものとアシスト機能で支援するものをモ
バイル型の情報端末に統合する方法を開発
し、それらをクラウド環境の活用によりモ
バイル型情報端末とデータベースへとの間
にリアルタイムの情報共有するシステムの
構築を試みることとした。そのために、ま
ずはそこにある事実をより忠実に把握し固
定化する方法論の開発として、以下の方法
で研究を進めた。 
 既存のワイヤレス聴診器は、FM電波によ
る通信であるために、心音のような比較的
低音域なものは対応できたが、呼吸音のよ
うな高周波数音域の微弱な音情報の伝達は、
本来は赤外線などの周波数帯がより望まし
く、これにも改良の余地があったため、既
存の電子聴診器による集音・録音機能を活
用するとともに、ワイヤレス聴診器との連
動を図り、モバイル型の情報端末への音デ
ータの登録集約についての技術的な改良に
取り組んだ 
 既成のフィジカルアセスメントシミュレ
ータのポテンシャルを探索するために、各
種シミュレータ機器の基本構築と拡張性に
ついて、それまでにも多面的に探索してき
たが、実際の聴診に際して、シミュレータ
からの音情報と任意に聞き比べながら聴診
を進めることで、聴取した音についての認
識の適切さに対するクリティカルシンキン
グを向上させることを可能にするシステム
の開発に取り組んだ 
 インプットメソッドの開発と認知アシス
ト機能の開発を進めて、それらを統合して
いくために、具体的にはモバイル情報端末
と教育支援ラボのデータベース間をクラウ
ド環境で双方向性のコミュニケーションが
可能になるような情報をやり取りするシス
テムの開発を試みた。 
 
 

４．研究成果 
 フィジカルアセスメント実践力育成支援
ツールの開発とその検証を進めるために、
認知認識を事実と照合していくインプット
メソッドの開発を進めた。さらに認識すべ
きものをより正確にかつ有効にするために、
インプットメソッドで捉えたものとアシス
ト機能で支援する開発を進め、これらを統
合するシステム構築の準備も進めた。 
 インプットメソッドの開発研究としては、
聴診で用いる聴覚情報について、既存の電
子聴診器による集音・録音機能を活用する
とともに、ワイヤレス聴診器との連動を図
り、モバイル型の情報端末への音データの
登録集約についての技術的なブレークスル
ーを狙い、その開発改良を進めた。この研
究段階では、電子聴診器やワイヤレス聴診
器の連動開発に関しては機器そのものの開
発を行った企業（米国 3M）、ならびにより
普及度と実用性を高めるために今後のさら
なる改良に関わる企業（株式会社オムロン）
とのコラボレーションが重要であり、両者
との間で既に連携を形成した。 
 認知アシスト機能の開発研究としては、
インプットメソッドの開発に並行して、ど
のように音情報を捉えるべきかについて情
報呈示することで聴診の能力向上を図るこ
とを目指した。現実の聴診に際しては、シ
ミュレータからの音情報と電子聴診器のよ
り得られた実際の音とを任意に聞き比べな
がら聴診を進めることで、聴取した音につ
いての認識の適切さに対するクリティカル
シンキングを向上させることを可能にする
方法論について検討し、聴診能力の育成を
図る方略についての方向性が確認できた。
さらなる研究進展のためには各種シミュレ
ーション機器そのものの開発を行った企業
（株式会社京都科学）とのコラボレーショ
も重要であり、そちらとも具体的な検討を
進めた。 
 上記の開発とともに双方性の学習方略を
具体化するができたことで、学習者にとっ
て安心して繰り返し学習ができ、かつ個別
性を失わない情報集積を可能にする仕組み
のプロトタイプが出来上がった。そのこと
により教育学習効果をさらに深めることが
実現可能になることへの道筋が開けてきた。 
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